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１．技　術　部
（１）野菜・花き部門
　年間の実習に沿った作付け計画を設定し，栽培の
作付け体系を充実させることで安定生産を達成する
ことができたと思われる。昨年に続き，３年生の前
期実習では，露地の畑（12㎡ /３人）を作物栽培の
実践の場として学生が管理しており，定植以降の整
枝・摘果・灌水・除草・収穫などの作業を，実習時
間及び実習時間外の平日でも学生自身が判断して随
時行っている。この実習ではホウレンソウ・葉ダイ
コン・リーフレタス・トマト・ナス・ピーマン・シ
シトウ・エダマメ・トウモロコシ・インゲンマメ・
モロヘイヤ・シソ・オクラなどを栽培し，収穫した
作物も各自で料理して食するようにしている。
　また，当農場ではグッドジョブ支援センター（障
害者雇用）のスタッフを受け入れている。グッド
ジョブ支援センタースタッフの受け入れは５年目と
なり，今では当センターにとって必要不可欠な人材
となっている。
　作物の作付けは緑肥栽培を組み入れた輪作体系を
組んで土地の有効利用に努めた。景観作物栽培実習
の一環として，10アールのヒマワリ畑やコスモス畑
の播種・定植を学生と共に行っている。土作りとし
て馬術部から‘馬糞’，果樹部より‘剪定木のチップ’，
稲作専門の八浜農場より‘もみ殻’，津高牧場より‘牛
糞’の提供を受け堆肥作りも行っている。
　地域との関わりとしては，サツマイモの収穫体験
や一般参加を募っての岡山大学公開講座（育てて食
べよう美味しい夏野菜講座）も引き続き行っている。
また岡山大学附属特別支援学校（高校生）の体験実
習（毎月１回）として，春はペチュニアのプラグ苗
をポットに上げる作業（鉢あげ）や，仕上がったポッ
ト苗を岡山大学の花壇へ定植する作業の他，枝豆や
ネギの定植，果樹部でも栽培体験を行っている。秋
には，パンジーの定植の他，チューリップやソラマ
メの定植などを行った。定植後の花壇の灌水や除草
等については，グッドジョブ支援センタースタッフ
が管理を行っている。
１）果菜類
　施設栽培では汎用温室Ｃ棟（440㎡）で「らくち
ん方式・高設式養液栽培」によるイチゴ栽培を行なっ
た。本年も２品種‘女峰’‘さちのか’の栽培を行っ
た。１月にハダニが大発生し，天敵だけでは防除し
きれなかった為にイチゴの生育に支障が出た。薬剤
で防除したがダニの影響は４月頃まで影響したよう
に思われる。イチゴの管理は定植後から２月初旬ま
で学生実習で行った。２月以降のイチゴの管理作業
は，グッドジョブ支援センターのスタッフが中心と
なって行った。
　トマト栽培は汎用温室Ｂ棟（440㎡）で 行った。
春作，秋作共に大玉の‘桃太郎ファイト’と中玉の
‘シンディースイート’の２品種とした。春作はコ
ナジラミの発生が少なく，ほとんど薬剤散布を行わ
なかったが，秋作はコナジラミの発生が多く初期の
防除に努めた。今年度も，裂果の発生は少なかった
ように思われるが，春から真夏日に替わる頃に灌水
量の調整が間に合わず葉焼けの症状がでた。
　汎用温室Ａ棟では，１月28日にキュウリを播種
し，３月４日にプランターへ定植した促成栽培を行
ない，４月上旬から５月中旬まで収穫した。品種は
‘味サンゴ’‘北進’‘京しずく’‘つやたろう’の４品
種を選定した。３月４日の定植は暖房を13℃設定し
ていたが，生育がよくなかった。日射量と気温，地
温が低いことが要因だと思われる。その後，キュウ
リは露地栽培で‘夏すずみ’を９月末まで収穫した。
９月より抑制栽培として汎用温室Ａ棟で‘フリーダ
ム３号’‘味サンゴ’‘よしなり’の３品種を12月上旬
まで栽培した。温室と露地を併用することで，４月
～12月までキュウリの収穫を行うことができた。
　汎用温室Ａ棟でのキュウリの促成栽培後は６月～
９月上旬までミニトマトの‘ピコ’を栽培した。
　ナスは１月28日に播種し，３月13日に台木に接
ぎを行なった。４月23日に学生実習で定植し，有
孔ポリエチレンでトンネル被覆を行った。‘長者’‘千
両’‘くろわし’の３品種を栽培し，３本仕立てとし
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平成 25 年防除履歴
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
カンショ 6月25日 トレボン乳剤 1000 南２全体
ベンレート 1000 南２全体
8月26日 トレボン乳剤 1000 南２全体
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
エダマメ 4月25日 アファーム乳剤 2000 ハウス西１
5月17日 アグロスリン乳剤 2000 南１・ハウス西１
5月30日 トレボン乳剤 1000 南１全体
6月14日 アディオン乳剤 2000 南１　２畦
7月14日 トレボン乳剤 1000 南１（７）～（12）
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイートコーン 5月17日 アグロスリン乳剤 2000 ハウス西３・西４
5月30日 トレボン乳剤 1000 ハウス西３・西４
6月14日 アディオン乳剤 2000 西４（３）～（６）
7月2日 トレボン乳剤 1000 西４
7月5日 デナポン粒剤 6kg/10a 西４
7月16日 トレボン乳剤 1000 ハウス西１・西４
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春ホウレンソウ 4月12日 アファーム乳剤 2000 西１
4月15日 アリエッティー 1500 西１
4月16日 ボルドー 500 西１
4月25日 アファーム乳剤 2000 西１（３）・（４）
秋ホウレンソウ 9月5日 アファーム乳剤 2000 南１（１）
9月18日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）・（３）
9月24日 アファーム乳剤 2000 （１）～（３）
10月4日 アファーム乳剤 2000
10月9日 アファーム乳剤 2000 （３）～（６）
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
コカブ 10月4日 アファーム乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 2000 （２）・（３）・（４）
9月12日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）
10月6日 エスマルクＢＴ剤 100 （１）・（２）
10月13日 アファーム乳剤 2000 （２）・（３）・（４）
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春ダイコン 5月22日 エスマルクＢＴ剤 100 南１
秋ダイコン⑴ 8月28日 デナポンベイト 南１
9月5日 アファーム乳剤 2000
9月18日 アファーム乳剤 2000
9月24日 トレボン乳剤 1000
10月4日 DDVP乳剤 1500
秋ダイコン⑵ 9月3日 デナポンベイト 南１
9月18日 アファーム乳剤 2000
10月4日 DDVP乳剤 1500
10月9日 ラービン 1000
10月18日 アファーム乳剤 2000
秋ダイコン⑶ 9月13日 デナポンベイト 南１
9月18日 アファーム乳剤 2000
10月4日 DDVP乳剤 1500
10月9日 ラービン 1000
10月18日 アファーム乳剤 2000
秋ダイコン⑷ 9月20日 デナポンベイト 南１
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10月4日 アファーム乳剤 2000
10月9日 ラービン 1000
10月18日 アファーム乳剤 2000
秋ダイコン（５） 9月27日 デナポンベイト 南１
10月4日 アファーム乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
サトイモ 9月24日 トレボン乳剤 1000 西２
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春ニンジン 5月22日 エスマルクＢＴ剤 100 南１
秋ニンジン 9月24日 アファーム乳剤 2000 西２全体
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春カンラン 4月23日 ダコニール１０００ 1000 南１
4月25日 アディオン乳剤 2000 南１
ダコニール１０００ 1000 南１
5月22日 エスマルクＢＴ剤 100 南１・４畦
5月30日 トレボン乳剤 1000 南１（２）（３）
6月14日 アディオン乳剤 2000 南１（２）（３）（４）
秋カンラン 8月27日 オルトラン粒剤 育苗
9月5日 トレボン乳剤 1000 西４
9月24日 DDVP乳剤 1500
10月4日 DDVP乳剤 1000
10月9日 ラービン 1000 全体
10月18日 アファーム乳剤 1000
ダコニール1000 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春ブロッコリー 4月23日 ダコニール1000 1000 南１
4月25日 アディオン乳剤 2000
ダコニール1000 1000
5月22日 エスマルクＢＴ剤 100 南１・４畦
秋ブロッコリー 8月27日 オルトラン粒剤 育苗
9月5日 アディオン乳剤 2000 西４（１）・（２）
9月24日 DDVP乳剤 1500
10月4日 DDVP乳剤 1500
10月9日 エルサン乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 1000
ダコニール1000 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
秋カリフラワー 9月1日 オルトラン粒剤 育苗
9月5日 アディオン乳剤 2000 西４（１）・（２）
9月24日 DDVP乳剤 1500
10月4日 DDVP乳剤 1500
10月9日 エルサン乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春レタス 4月12日 アファーム乳剤 1000 南１
秋レタス（ＲＤ） 9月18日 アファーム乳剤 2000
10月9日 ラービン 1000
10月18日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）・（３）
10月22日 ロブラール 1000
秋レタス（ＳＫ） 9月29日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）
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10月9日 ラービン 1000 （１）・（２）
10月18日 アファーム乳剤 2000 （３）・（４）・（５）
10月22日 ロブラール 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春ミズナ 4月25日 アファーム乳剤 2000 西１（１）・（２）
秋ミズナ 9月18日 アファーム乳剤 2000 西４（１）
9月24日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）
10月4日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
コマツナ 4月12日 アファーム乳剤 2000 西１
4月25日 アファーム乳剤 2000 西１（３）・（４）
秋コマツナ 9月5日 アファーム乳剤 2000 南１（１）
9月18日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）・（３）
9月24日 アファーム乳剤 2000 （２）・（３）
10月4日 アファーム乳剤 2000
10月9日 アファーム乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
チンゲンサイ 9月18日 アファーム乳剤 2000 西４（１）
9月24日 トレボン乳剤 1000
9月24日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）
10月4日 アファーム乳剤 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ハクサイ 8月27日 オルトラン粒剤 育苗
9月5日 トレボン乳剤 1000 西４全体
9月24日 トレボン乳剤 1000 全体
10月4日 DDVP乳剤 1000 全体
10月9日 ラービン 1000
10月18日 アファーム乳剤 1000 全体
10月6日 ダコニール１０００ 1000 全体
10月13日 プレオ乳剤 1000
ストロビー F 3000
10月22日 アディオン乳剤 2000
ダコニール１０００ 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ネギ苗 6月14日 アディオン乳剤 2000 ハウス西２・西３
6月9日 アディオン乳剤 2000 南１
7月4日 アドマイヤー粒剤 ４kg/10a 南１
ネギ 7月23日 アドマイヤー粒剤 ２５０g/１畦 南１
7月2日 オンコル粒剤 ６kg/10a 定植時（５）（６）
7月9日 オンコル粒剤 ６kg/10a 定植時（７）（８）
7月20日 オンコル粒剤 ６kg/10a 定植時（9）
7月24日 オンコル粒剤 ６kg/10a 定植時・西４
8月30日 アファーム乳剤 1000 西１
ダコニール１０００ 1000
11月8日 トレボン乳剤 1000
ダコニール１０００ 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
タカナ 11月8日 エスマルクＢＴ剤 1000
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作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
シュンギク 10月9日 アファーム乳剤 2000 全体
10月18日 アファーム乳剤 2000 全体
11月8日 エスマルクＢＴ剤 1000 全体
11月15日 エスマルクＢＴ剤 1000 全体
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
セルリー 9月18日 ハチハチ乳剤 2000 ハウス西１・２西２
10月9日 ラービン 1000
11月8日 ハチハチ乳剤Ｆ 2000
11月15日 ハチハチ乳剤Ｆ 2000
11月20日 粘着くん 500
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
春バレイショ 4月23日 ダコニール１０００F 1000 西５
4月25日 アディオン乳剤 2000
ダコニール１０００F 1000
5月17日 ダコニール１０００F 1000
秋バレイショ 9月13日 ５５３乳剤 300/10a 西３
10月18日 アファーム乳剤 1000
ダコニール１０００F 1000
10月22日 アディオン乳剤 2000
ダコニール１０００ 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
シロナ 4月25日 アファーム乳剤 2000 西１（２）・（３）
9月18日 アファーム乳剤 2000 西４
10月9日 アファーム乳剤 2000 （１）・（２）
10月18日 アファーム乳剤 2000
10月10日 アファーム乳剤 2000
10月18日 アファーム乳剤 2000 （4）（5）（6）
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
タマネギ 1月23日 ストロビーフロアブル 2000
ランマンフロアブル 2000
2月14日 ジマンダイセンフロアブル 500
3月28日 ダコニール 1000
3月28日 サイアノクス 1000
4月16日 アグロスリン 2000
4月16日 ランマンフロアブル 2000
タマネギ苗床 8月28日 バスアミド粉剤
次年度用苗 10月11日 オーソサイド 600
10月11日 アディオン 3000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
スイカ　 4月16日 アドマイヤー粒剤 ２ｇ /１株
5月17日 アミスター 2000
6月3日 エルサン乳剤 1000
6月3日 トリフミン 3000
6月27日 ダコニール 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ピーマン 5月7日 アドマイヤー粒剤 ２ｇ /株
6月27日 ダコニール 1000
8月8日 カンタスドライフロアブル 1000
8月8日 モスピラン水溶剤 4000
8月8日 カスケード 2000
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作目 月日 薬品名 倍率等 備考
イチゴ 1月7日 マイトコーネ 1000
1月10日 　ロディー 1000
1月16日 スターマイト 2000
1月21日 ニッソラン 2000
4月12日 モスピランジェット 燻煙剤
4月19日 スピノエース 5000
　 4月19日 コルト 4000
4月19日 トリフミン 3000
　 5月31日 ハチハチフロアブル 1000
イチゴ苗 7月24日 リドミルＭＺ 1000
　 7月24日 アミスター 2000
8月1日 マラソン 2000
8月1日 ジマンダイセン 600
8月12日 キノンドー 500
8月12日 マラソン 2000
8月19日 ベルクート 1000
8月19日 セイビア 1000
8月19日 プレオ 1000
8月27日 コテツ 2000
8月27日 ジマンダイセン 600
9月5日 リドミル 1000
9月5日 ゲッター 1000
9月10日 アントラコール 500
9月10日 マラソン 2000
9月19日 ベルクート 1000
9月19日 オーソサイド 800
9月19日 マトリックフロアブル 2000
9月26日 ウララＤＦ 2000
9月26日 ジマンダイセン 800
9月26日 カスケード 4000
本圃 10月11日 オサダン 1000
10月27日 カネマイトフロアブル 1000
10月27日 マトリックフロアブル 2000
12月27日 チェス 3000
12月27日 マイトコーネ 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ナス 4月23日 アドマイヤー粒剤 2ｇ /株
5月17日 アミスター 2000
8月8日 カンタスドライフロアブル 1000
8月8日 モスピラン水溶剤 4000
8月8日 カスケード 2000
8月21日 ゲッター 1000
8月21日 ニッソラン 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
トマト春作 3月1日 サンヨール 500
3月15日 イオウフロアブル 500
5月25日 ウララＤＦ 2000
5月25日 フルピカ 2000
トマト秋作 9月19日 イオウフロアブル 400
9月19日 トレボン 1000
9月26日 ウララＤＦ 2000
9月26日 ジマンダイセン 800
9月26日 カスケード 4000
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た。10月３日まで収穫を行った。ナスの株元に草を
抑える為に稲わらを厚めに敷いた結果，例年は発生
していない白絹病が発生した。
　ピーマンは４品種‘京鈴’‘伏見甘長’‘甘とう美
人’‘鷹のツメ’の栽培を行った。２月26日に播種，
３月29日にポットに鉢上げし，５月７日に学生実
習で定植を行った。トンネルは使用しなかった。３
本仕立てとし，摘果と整枝を行うことで，10月３日
まで収穫することができた。ピーマンもナスと同様
に白絹病の発生がみられた。ナス・ピーマンも学生
実習の教材で利用し，畝たて，定植，誘引等を行った。
スイカの１作目は３月４日に播種，３月15日に呼
び接ぎを行った。４月16日に学生実習でキャップ
を被せて定植した。スイカの２作目は４月２日に播
種し４月15日の学生実習で接ぎ木を行った。定植
は５月８日の実習で行った。実習主体で定植から敷
き藁・整枝をし，収穫時期はスイカを叩いて適期を
判定する打音も行い実際に収穫して食した。真夏の
スイカの販売は好評であった。
　カボチャは３月29日に播種し，４月16日に学生
実習で定植を行った。摘心，収穫等も学生実習で
行った。今年度は，藁敷き労力の軽減ができないか
と，リビングマルチ用麦‘百万石’をカボチャのツ
ルが伸びる畑部分に，４月中旬に播種を行った。６
月中旬には畑全体を覆い枯れて麦マルチとなる予定
であったが，７月中旬まで枯れなかった為，期待し
た効果は得られなかった。
２）葉菜類
　軟弱野菜は集約栽培を行っている。ホウレンソウ・
コマツナ・ミズナ・チンゲンサイ・シロナ・カラ
シナ・タカナ等 は，各作目とも年１～２回の春と
秋の作付けを行った。ビニルハウス栽培と露地栽培
の作付け体系とした。全てマルチ栽培を行い順次収
穫を行った跡地を他作目で再利用して作付けを行っ
た。その繰り返しの作付けを２～３回行った。特に
秋作は生産に問題は無く栽培が出来た。
　収量と作付けの回数ではコマツナとホウレンソウ
が多かった。ホウレンソウを重視して作付けを行い，
販売も好評だった。前年の秋作からベト病発生が認
められたため，耐病性品種を導入することとして，
従来使用していた‘リード’からベト病Ｒ -1 ～ 8に
抵抗性のある品種を選び‘プログレス’と‘ミスト
ラル’の２品種を栽培した結果，ベト病の発生も無
く生育良好であった。秋作の露地栽培は10月中旬
以降になると低温になるため生育が停滞して収穫期
が遅れ２月～３月中旬になった。10月以降の栽培は
トンネル栽培またはハウス栽培を行いたい。
　コマツナ・シロナは終年栽培が可能な作目で増収
が望める。特に冬季の野菜品不足にハウス栽培を行
10月9日 モスピランジェット 燻煙剤
10月10日 クリアザール 4000
10月10日 Ｚボルドー 500
10月27日 アプロード水和剤 1000
10月27日 ダコニールフロアブル 1000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
ソラマメ 2月14日 ジマンダイセン 500
4月5日 スミチオン 1000
4月5日 アミスター 2000
作　目 月　日 薬　品　名 倍率等 備　考
キュウリ春作（温室） 3月1日 サンヨール 500
3月15日 イオウフロアブル 500
4月30日 アドマイヤー水和剤 2000
キュウリ秋作（温室） 9月19日 トレボン 1000
9月20日 アドマイヤー粒剤 ２ｇ /株
9月26日 ジマンダイセン 800
9月26日 カスケード 4000
10月18日 ホライズン 2500
10月18日 スピノエース 5000
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いたい。
　レタスは‘シスコ’と‘レッドウエーブ’と秋作
から‘ディアマンテ’の３品種を栽培した。特に秋
作の育苗改善を行ったこと，菌核病の防除を行うこ
とで腐敗が減少し増収となった。来年度は作付面積
を増加して高収量を上げたい。
　ハクサイは数年，生理障害が発生している事から，
イオウ欠乏対策と化成肥料の選択と窒素過多に注意
し考慮した。堆肥の投入も行った。その結果，生理
障害は減少した。今年度は６品種で早生・中晩・晩
生を栽培した。播種は７月30日から９月２日に行っ
た。育苗から定植と順調に推移したが，晩生の品種
に生育不良のため小さく不結球の株が多くできた。
主因としては土地の排水不良と施肥不足，播種の遅
滞と思われる。
　カンラン・ブロッコリー・カリフラワーは春と秋
の年２回の作付けを行っている。春作は作期が短く
抽苔が早く，高温のため腐廃が多発するため栽培面
積を少なく，主に秋作を主体に栽培を行っている。
７～８月播種の育苗は高温障害と灌水不足による発
芽不良に注意を払い虫害防除を十分に考慮して育
苗を行った。育苗から定植と順調に推移した。カン
ランの品種では新たに‘湖水’を栽培した。‘湖月’
と同様に生育旺盛であった。
　セルリーは露地栽培とハウス栽培と昨年の面積の
2.5倍の作付けをおこなった。２品種‘トップセラー’
と‘コーネル’を栽培した。露地栽培は品種‘トッ
プセラー’を６月17日に播種を行い，収穫は12月
15日から１月10日まで行った。ハウス栽培は２棟
で２品種栽培し‘トップセラー’は６月17日に播
種を行い収穫は11月26日から1月7日まで行った。
‘コーネル’は７月10日に播種を行い収穫は１月７
日から２月12日まで行った。露地栽培は播種時期
が遅くパオパオを掛けたが効果が無く生育不足のた
め収穫は出来ない状態だった。ハウス栽培は生育も
良好で販売も好評だった。
　ネギは九条ネギと赤ネギの２品種を栽培した。九
条ネギは細ネギ・中ネギとしても収穫した。３月22
日にビニルハウスで細ネギ栽培として播種を行い，
６月５日から６月20日まで収穫を行った。中ネギ
栽培としてはエダマメ栽培の収穫後の跡地マルチフ
イルム畦を利用して苗を定植した。センター実習と
グッドジョブ支援センタースタッフと共に７月９日
と７月20日に定植を行い８月６日から９月11日まで
収穫を行った。本畑ネギ栽培は７月24日に定植を行
い，11月９日から３月24日まで収穫を行った。赤ネ
ギは３月22日に播種を行い，７月24日に定植，12
月16日から３月24日まで収穫をおこなった。発芽は
良好であったが途中から立ち枯れの症状が現れた。
苗不足のため苗の販売は出来なかった。苗の乾燥が
十分でなかった為定植後に根アブラムシが発生して
収穫が遅れた。全体の収穫も遅れたが３月の低気温
のためか抽苔が例年よりも遅く３月24日で全部収穫
が出来た。今後の課題として苗を十分に乾燥させる
事と苗の消毒を行いたい。ビニルハウス栽培はニラ
とシュンギクとセルリーとネギ苗の育苗・冬から翌
年の春までの葉菜を効率良く作付けを行っている。
　タマネギは‘立春のかほり’‘黄のぞみ’‘貝塚早
生’‘猩々赤’‘オメガ’‘ネオアース’‘ターボ’の
7品種を用いた。‘立春のかほり’は極早生で3月中
旬より収穫が可能であった。‘ターボ’は吊るして
乾燥させ9月頃まで販売を行った。播種，定植，収
穫の一部を，学生実習の教材として利用した。
　エンサイ ・ツルムラサキ・モロヘイヤは4月24日
に播種し，6月中旬から10月上旬まで収穫を行った。
これらの高温性葉菜は腋芽の育成と収穫（摘芯）を
繰り返すことで初秋までの収穫が可能であり，真夏
の葉菜類が少ない時期に供給できる野菜として好評
である。
　
３）根菜類
　カンショは昨年と同様に‘ベニアズマ’と‘コ
ガネセンガン’の２品種を栽培した。植え付けは
実習主体に行った。‘ベニアズマ’の苗を５月14日
に2000本，21日に2000本の定植を実習で行い，‘コ
ガネセンガン’の苗を５月29日に500本の定植を実
習で行った。本畑採苗の定植も行い６月12日にベ
ニアズマ苗７月１日にコガネセンガン苗を植え付け
た。生育初期に‘つる割病’と思われる症状が発生
して枯死が多く出た。殺菌防除を行うことで６月下
旬には回復して夏季は旺盛で順調に推移した。その
後は病害虫の発生も少なく，１回の薬剤散布をする
ことで防除が出来た。生産量も昨年同様良好であっ
た。コガネセンガンの植え付けを早くする事でより
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増収が可能と思われる。コガネセンガンは「おお岡
大焼酎」の原料に供し，ベニアズマは一般開放と販
売に供し，好評を得た。
　サトイモは‘石川早生’と‘エグイモ’と‘赤芽
大吉’の３品種を栽培した。３品種とも親芋を主に
種芋として採取していることから，植え付け時は分
割し石灰を塗布した。植え付けは４月16日に行った。
収穫は11月13日から12月５日までに行った。エグ
イモの収穫は12月２日に実習で行った。初期の中
耕と除草，月一回の追肥，夏季の十分な灌水を行う
ことで生育も良好であった。隣接で緑肥用ソルゴー
の栽培をすることで，害虫発生が減少したと思われ
る。課題は，種芋に雑菌が入り腐敗が多く，萌芽が
悪く欠株ができる事から種芋の保存方法を考慮した
い。　　　
　バレイショは湿害対策として高畦栽培を行った。
マルチ栽培と高畦栽培で比較を行った。春作は‘ダ
ンシャク’と‘メークイン’と‘デジマ’と‘アン
デス’の４品種を栽培した。３月５日に植え付けを
行った。遅霜対策として20cmの深さに植え付けを
行った。植え付け後の天候に恵まれたことと，高畦
の効果もあって欠株が少なく，初期生育も良く順調
であった。栽培管理としては，茎の２本仕立てを行っ
た。収穫は６月３日に実習で行い高収量が得られた。
秋作は‘デジマ’と‘アンデス’の２品種を栽培した。
栽培方法は春作と同様マルチ栽培と高畦栽培を行っ
た。９月11と12日に植え付けを行った。収穫は12
月２日と３日に行い来年用の種芋として一部保存し
た。秋作も高収量が得られたが‘デジマ’にソウカ
病が多く発生し，芋が大きくなりすぎて空洞化が多
発した。課題としては石灰または施肥量の問題，収
穫時期，品種の選択などを考慮したい。　
　ダイコンとニンジンは作付け体系が対照的で春作
ではダイコンは４月からニンジンは２～３月には作
付けを行っている。特にダイコンは気温の上昇に伴
い生育も早く作付けを多くすると過剰生産となり生
産物の廃棄になりがちで注意したい。秋作のニンジ
ンは７～８月に播種をしているが高温障害と灌水不
足によると思われる発芽障害で播き直す必要があっ
た。９月播種のほうが発芽・生育とも良好で収量も
良好であった。
４）豆類・スイートコーン
　エダマメとスイートコーンは全て移植栽培を行
い，ビニルハウス栽培と露地栽培の作付け体系を
行っている。エダマメの播種は80穴セルトレイを
使用して１穴２粒を播き，スイートコーンは128穴
セルトレイを使用して１穴１粒を播種した。エダマ
メは‘サッポロミドリ’‘宝石’‘サヤムスメ’‘大勝
白毛’‘丹波黒’の５品種を栽培した。ハウス栽培の
３月１日の極早生‘サッポロミドリ’播種から始ま
り７月23日の晩生‘丹波黒’まで播種を行い，収
穫は６月10日から10月23日まで行った。育苗・初
期生育とも順調であった。病害虫も少なく高収量が
得られた。今後の課題は良食味品種の選定を行う事
と栽培期間を考慮したい。
　スイートコーンは４品種で早生の‘カクテル600’
‘味来’ホワイトコーンの‘バニラッシュ’及びポッ
プコーン用の‘イエローポップ’を栽培した。今年
度から嗜好性を重視して‘アストロバンタム’から
‘味来’に変更した。ハウス栽培の３月１日播種か
ら始まり６月21日まで播種を行い，収穫は６月21
日から８月９日まで行った。朝収穫しその日に販売
をしていることから好評だった。防鳥対策としては
ネットを掛けた。収穫期が８月になるとアワノメイ
ガによる被害が大きかった。防虫対策としては，タッ
ピングと早期薬剤散布を行っているが思うほど効果
が得られない。栽培管理はエダマメの作付けとは逆
に３月の早期にハウスとトンネルを併用してでも作
付けを行うことで好結果が得られると思われる。　
　ホワイトコーンは５月１日にハウス内で直播し６
月24日より順次収穫を行った。ポップコーンは４
月22日播種し８月２日に収穫した。収穫後，倉庫
で乾燥させ11月より販売を行った。珍しいため最
初の売れ行きはよくなかったが，リピーターが徐々
に増え完売した。
５）花き
　露地キクは主に冬至芽の移植栽培を行なっている
が，移植時期が遅れると短茎で収穫が不能となるこ
とから３月下旬より行った。電照キクは例年８月中
旬に定植を行っている。‘セイスナップ’‘ローズ舞
風車’は伸長が旺盛なため，定植を遅らせ８月末に
行った。電照は９月上旬より開始し，12月15日の
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出荷を目標としているため10月15日で打ち切った。
花苗は花壇苗をポットで栽培している。少量多品種
で季節に合わせた花を栽培している。春の花苗生産
は，１月から３月の農閑期と，花の播種時期が重な
るため，冬季の仕事として最適である。直売所で花
苗販売が定着してきた。また今年度は，経済学部よ
り花壇定植の依頼を受け，花苗の定植を行い好評で
あった。
（山奥　隆，宮地　大介）
作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
カンショ⑴ 南２ 8.4 ベニアズマ 130 25 ― 5月14日 10月1日 ＊
カンショ⑵ 南２ 7.2 ベニアズマ 130 25 5月21日 ＊ ＊
カンショ⑶ 南２ 1.8 ベニアズマ 130 25 ― 6月12日 ＊ 11月1日
カンショ⑷ 南２ 1.8 コガネセンガン 130 25 5月29日 11月29日 11月29日
カンショ⑸ 南２ 1.5 コガネセンガン 130 25 ― 7月1日 11月29日 11月29日
カンショ⑸ 南２ 0.3 品種物 130 25 6月21日 11月29日 11月29日
エダマメ⑴ ハウス西１ 1.5 サッポロミドリ 65 20 3月1日 3月21日 6月10日 6月19日
エダマメ⑵ 南１ 0.6 サッポロミドリ 65 20 3月13日 4月1日 6月21日 6月27日
エダマメ⑶ 南１ 0.6 宝石 65 20 3月13日 4月1日 6月28日 7月1日
エダマメ⑷ 南１ 1.2 宝石 65 20 4月2日 4月10日 7月2日 7月5日
エダマメ⑸ 南１ 1.2 宝石 65 20 4月15日 4月22日 7月8日 7月11日
エダマメ⑹ 南１ 1.2 宝石 65 20 4月22日 4月26日 7月12日 7月18日
エダマメ⑺ 南１ 1.2 サヤムスメ 65 20 5月2日 5月16日 7月26日 8月5日
エダマメ⑻ 南１ 1.2 サヤムスメ 65 20 5月13日 5月24日 8月12日 8月26日
エダマメ⑼ 南１ 1.2 サヤムスメ 65 20 5月22日 6月5日 8月27日 9月2日
エダマメ⑽ 南１ 1.2 大勝白毛 65 20 5月31日 6月11日 9月3日 9月10日
エダマメ⑾ 南１ 1.2 大勝白毛 65 20 6月17日 6月25日 9月12日 9月19日
エダマメ⑿ 南１ 0.6 大勝白毛 65 20 6月17日 6月28日 9月24日 9月24日
エダマメ⒀ 南１ 1.2 丹波黒 130 40/60 7月23日 ― 10月15日 10月15日
スイートコーン⑴ 西４ 1.5 カクテル600 65 40 3月1日 4月8日 6月21日 6月27日
スイートコーン⑵ ハウス西３ 1 カクテル600 65 40 3月13日 4月15日 6月14日 6月20日
スイートコーン⑶ 西４ 1 カクテル600 65 40 3月25日 4月22日 6月28日 7月2日
スイートコーン⑷ 西４ 1 カクテル600 65 40 4月2日 4月30日 7月2日 7月4日
スイートコーン⑸ 西４ 1.5 カクテル600 65 40 4月11日 5月7日 7月5日 7月10日
スイートコーン⑹ 西４ 1 カクテル600 65 40 4月22日 5月13日 7月10日 7月12日
スイートコーン⑺ 西４ 1.5 ミライ 65 40 5月8日 5月23日 7月15日 7月19日
スイートコーン⑻ 西４ 1.3 ミライ 65 40 5月17日 6月4日 7月22日 7月31日
スイートコーン⑼ 西４ 1 ミライ 65 40 5月24日 6月11日 8月1日 8月6日
スイートコーン⑽ ハウス西１ 1.5 ミライ 65 40 6月3日 6月20日 8月8日 8月9日
春カンラン⑴ 南１ 0.6 マルシェ 65 30 2月6日 3月21日 5月24日 6月6日
春カンラン⑵ 南１ 0.6 彩里 65 30 2月18日 3月21日 6月7日 6月24日
春カンラン⑶ 南１ 0.6 金系201 65 30 2月27日 3月25日 6月10日 6月24日
春カンラン⑷ 南１ 0.6 金系201 65 30 3月13日 4月5日 6月24日 6月24日
秋カンラン⑴ 西４ 0.3 湖月 65 40 7月25日 8月20日 10月29日 11月27日
秋カンラン⑵ 西４ 0.2 おきな 65 40 8月2・12日 8月20日 10月29日 11月27日
秋カンラン⑶ 西４ 1 湖月 65 40 8月12日 8月29日 11月8日 1月15日
秋カンラン⑷ 西４ 0.5 湖月 65 40 8月23日 9月18日 12月13日 1月15日
秋カンラン⑸ 西４ 1.5 湖月 65 40 8月26日 9月18日 12月13日 1月16日
秋カンラン⑹ 西４ 0.5 湖水 65 40 8月30日 9月18日 12月13日 1月27日
春ブロッコリー⑴ 南１ 0.6 ハイツ 65 40 2月6日 3月21日 5月22日 6月4日
春ブロッコリー⑵ 南１ 0.6 ハイツ 65 40 2月18日 3月26日 6月4日 6月6日
春ブロッコリー⑶ 南１ 0.6 ハイツ 65 40 3月6日 4月1日 6月4日 6月7日
秋ブロッコリー⑴ 西4 0.5 ハイツ 65 40 7月19・25日 8月20日 10月17日 11月18日
秋ブロッコリー⑵ 西4 0.25 ハイツ 65 40 8月2日 8月29日 11月8日 11月26日
秋ブロッコリー⑶ 西4 0.75 ハイツ 65 40 8月23日 9月10日 11月18日 1月9日
秋ブロッコリー⑷ 西4 0.75 ハイツ 65 40 8月30日 9月17日 11月27日 1月15日
春カリフラワー⑴ 南１ 0.6 スノークラウン 65 40 2月6日 3月21日 5月22日 6月4日
春カリフラワー⑵ 南１ 0.6 スノークラウン 65 40 2月18日 3月26日 6月4日 6月6日
春カリフラワー⑶ 南１ 0.6 スノークラウン 65 40 3月6日 ― 6月5日 6月6日
秋カリフラワー⑴ 西４ 0.5 スノークラウン 65 40 7月19・25日 8月20日 10月25日 11月27日
秋カリフラワー⑵ 西４ 0.2 スノークラウン 65 40 8月2日 8月29日 11月8日 1月22日
秋カリフラワー⑶ 西４ 0.8 スノークラウン 65 40 8月23日 9月10日 11月25日 1月22日
秋カリフラワー⑷ 西４ 0.5 スノークラウン 65 40 8月30日 9月17日 12月6日 1月22日
春ホウレンソウ⑴ 西１ 0.5 リード 65 15 3月8日 ― 4月22日 4月23日
春ホウレンソウ⑶ 西１ 0.5 リード 65 15 3月29日 4月30日 5月9日
春ホウレンソウ⑷ 西１ 0.5 リード 65 15 4月12日 ― 5月7日 5月23日
春ホウレンソウ⑸ 西１ 0.5 リード 65 15 4月23日 5月16日 5月28日
秋ホウレンソウ⑴ 南１ 0.6 プログレス 65 15 8月28日 ― 10月7日 10月8日
秋ホウレンソウ⑵ 南１ 0.6 プログレス 65 15 9月3日 10月7日 10月8日
秋ホウレンソウ⑶ 南１ 0.6 プログレス 65 15 9月13日 ― 10月15日 10月18日
秋ホウレンソウ⑷ 南１ 0.6 プログレス 65 15 9月20日 10月23日 10月28日
秋ホウレンソウ⑸ 南１ 0.6 プログレス 65 15 10月29日 11月5日
耕種概要　　平成 25 年度　野菜・花き部門
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作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
秋ホウレンソウ⑹ 南１ 0.6 プログレス 65 15 10月1日 ― 11月8日 11月18日
秋ホウレンソウ⑺ 南１ 0.6 ミストラル 65 15 10月7日 12月2日 12月26日
秋ホウレンソウ⑻ 南１ 0.6 ミストラル 65 15 10月11日 ― 1月15日 1月27日
秋ホウレンソウ⑼ 南１ 0.6 ミストラル 65 15 10月18日 2月18日 3月27日
秋ホウレンソウ⑽ 南１ 0.6 プログレス 65 15 10月24日 11月18日 2月19日 3月27日
秋ホウレンソウ⑾ 南１ 1.2 ミストラル 65 15 10月30日 11月21日 2月24日 3月27日
秋ホウレンソウ⑿ 南１ 0.6 ミストラル 65 15 11月7日 ― 2月26日 3月27日
秋ホウレンソウ⒀ ハウス西5 1 プログレス 65 20 11月20日 1月15日 3月3日 3月11日
秋ホウレンソウ⒁ ハウス西2 0.5 プログレス 65 15 1月15日 ― 3月11日 3月13日
ネギ⑴ ハウス西2 1 九条ネギ 65 条播 3月22日 ― 6月5日 6月20日
ネギ⑶ 南1 1.2 九条ネギ 65 20 4月8日 7月2日 8月6日 8月26日
ネギ⑷ 南1 1.8 九条ネギ 65 20 4月8日 7月9日 8月26日 9月5日
ネギ⑸ 南1 0.6 九条ネギ 65 20 4月8日 7月20日 9月12日 9月12日
ネギ⑹ 西1 4.8 九条ネギ 90 26 3月22日・4月8日 7月24日 11月8日 3月24日
ネギ（R1） ハウス西4 0.5 赤ネギ（苗用） 65 条播 4月8日 ― 6月11日（苗どり） 6月20日（苗どり）
ネギ（R2） 西1 3.3 赤ネギ 90 26 4月8日 7月24日（苗定植）12月16日 3月24日
春レタス（R1） 南１ 0.6 レッドウエーブ 65 20 2月8日 3月22日 4月30日 5月20日
春レタス（R2） ハウス西4 0.3 レッドウエーブ 65 20 2月18日 4月1日 5月14日 5月20日
春レタス（R3） 南１ 0.3 レッドウエーブ 65 20 3月7日 4月5日 5月23日 5月27日
春レタス（S1） ハウス西4 0.6 シスコ 65 30 2月8日 3月22日 5月20日 5月22日
春レタス（S2） 南１ 0.3 シスコ 65 30 2月18日 4月1日 5月14日 5月22日
春レタス（S3） 南１ 0.6 シスコ 65 30 3月7日 4月5日 5月24日 5月27日
秋レタス（D1） 南１ 0.6 ディアマンテ . 65 30 8月27日 9月11日 10月21日 11月1日
秋レタス（D2） 南１ 0.6 ディアマンテ . 65 20 9月2日 9月19日 10月25日 11月15日
秋レタス（D3） 南１ 0.6 ディアマンテ . 65 20 9月13日 10月4日 12月2日 12月12日
秋レタス（S1） 南１ 0.6 シスコ 65 30 9月13日 10月4日 11月22日 12月12日
秋レタス（S2） 南１ 0.6 シスコ 65 30 9月20日 10月11日 12月24日 1月7日
秋レタス（S3） 南１ 0.6 シスコ 65 20 9月25日 10月18日 2月10日 3月6日
秋レタス（R1） 南１ 0.6 レッドウエーブ 65 20 9月13日 10月4日 11月18日 1月6日
秋レタス（R2） 南１ 0.6 レッドウエーブ 65 20 9月20日 10月11日 11月27日 1月6日
秋レタス（R3） 南１ 0.6 レッドウエーブ 65 15 9月25日 10月18日 12月17日 1月9日
ニラ⑴ ハウス西５ 1.5 大葉 65 10 3月23日（2012年） 6月26日（2012年） 4月6日（2013年） 8月20日（2013年）
ニラ⑵ ハウス西4 1.5 ワンダーグリーンベルト 65 10 4月25日（2013年） 7月18日（2013年） 10月10日（2013年） 3月31日（2014年）
ニンニク⑴ 西１ 1.3 中国産 43 15 11月9日 ― 6月4日 6月4日
ニンニク⑵ 西１ 0.2 ホワイト６片 43 15 11月9日 6月6日 6月6日
ニンニク⑶ 西１ 0.5 ジャンボニンニク 65 20 11月8日 ― 6月6日 6月6日
春ミズナ⑴ ハウス西４ 0.5 京みぞれ 65 20 2月19日 3月14日 4月9日 4月10日
秋ミズナ⑴ 西４ 0.5 京みぞれ 65 20 8月23日 9月6日 9月30日 10月7日
秋ミズナ⑵ 西１ 0.5 京みぞれ 65 20 9月2日 9月19日 10月7日 10月15日
秋ミズナ⑶ 南１ 0.5 京みぞれ 65 20 9月17日 10月8日 11月15日 11月20日
秋ミズナ⑷ 西1 0.5 京みぞれ 65 20 9月25日 10月17日 11月20日 12月17日
秋ミズナ⑸ 南１ 0.6 京みぞれ 65 20 9月30日 11月1日 12月12日 2月12日
秋ミズナ⑹ 西４ 0.5 京みぞれ 65 20 10月5日 11月6日 1月20日 2月3日
秋ミズナ⑺ ハウス西5 0.5 京みぞれ 65 20 11月20日 1月15日 2月24日 3月5日
コマツナ⑴ ハウス西３ 1 夏楽天 65 20 1月23日 ― 3月11日 4月12日
コマツナ⑵ 西１ 0.5 夏楽天 65 20 3月8日 4月22日 4月30日
コマツナ⑶ 西１ 0.5 夏楽天 65 20 3月19日 ― 4月30日 5月7日
コマツナ⑷ 西１ 0.5 夏楽天 65 20 3月29日 5月7日 5月20日
コマツナ⑸ 西２ 0.5 夏楽天 65 20 4月23日 ― 5月27日 6月3日
秋コマツナ⑴ 南１ 0.6 夏楽天 65 20 8月28日 9月24日 9月24日
秋コマツナ⑵ 南１ 0.6 夏楽天 65 20 9月6日 ― 9月30日 10月3日
秋コマツナ⑶ 南１ 0.3 夏楽天 65 20 9月13日 10月7日 10月8日
秋コマツナ⑷ 南１ 0.3 夏楽天 65 20 9月25日 ― 10月21日 10月22日
秋コマツナ⑸ 南１ 0.6 夏楽天 65 20 10月1日 10月29日 11月1日
秋コマツナ⑹ 西３ 0.5 夏楽天 65 20 10月7日 ― 11月6日 11月8日
秋コマツナ⑺ 西4 0.5 夏楽天 65 20 10月16日 11月27日 12月13日
秋コマツナ⑻ 西4 0.5 夏楽天 65 20 10月21日 ― 11月28日 12月13日
秋コマツナ⑼ 西4 0.5 夏楽天 43 20 11月5日 1月22日 2月3日
サトイモ⑴ 西２ 5 石川早生 110 60 4月16日 ― 11月13日 12月5日
サトイモ⑵ 西２ 6 エグイモ 110 60 4月16日 12月2日 12月2日
サトイモ⑶ 西２ 5 赤目大吉 110 60 6月10日 ― 12月5日 12月5日
秋コカブ⑴ 西２ 0.5 耐病ひかり 65 20 9月6日 ― 10月4日 10月31日
秋コカブ⑵ 西２ 0.5 耐病ひかり 65 20 9月19日 10月16日 11月13日
秋コカブ⑶ 西２ 0.5 耐病ひかり 65 20 9月26日 ― 11月1日 11月22日
秋コカブ⑷ 西3 0.5 耐病ひかり 65 20 10月7日 11月8日 12月17日
春ダイコン⑴ 南１ 0.6 ４月早生 65 20 3月4日 ― 5月20日 5月30日
春ダイコン⑵ 南１ 0.6 大師 65 20 3月11日 5月20日 6月3日
春ダイコン⑶ 南１ 0.3 おはる 65 20 4月1日 ― 6月4日 6月14日
春ダイコン⑷ 南１ 0.3 おはる 65 20 4月5日 6月13日 6月14日
秋ダイコン⑴ 南１ 0.5 夏の翼 65 20 8月28日 ― 10月21日 11月5日
秋ダイコン⑵ 南１ 0.5 ＹＲくらま 65 20 9月3日 10月29日 11月6日
秋ダイコン⑶ 南１ 0.3 白肌美人 65 20 9月13日 ― 11月7日 11月19日
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作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
秋ダイコン⑷ 南１ 0.3 耐病宮重 65 20 9月13日 ― 11月13日 11月22日
秋ダイコン⑸ 南１ 0.6 耐病総太り 65 20 9月20日 11月15日 12月4日
秋ダイコン⑹ 南１ 0.6 耐病総太り 65 20 9月27日 ― 12月2日 12月25日
春ニンジン⑴ 南１ 0.6 向陽２号 32 10 2月26日 ― 6月3日 6月24日
春ニンジン⑵ 南１ 0.6 向陽２号 32 10 2月28日 6月11日 7月5日
春ニンジン⑶ 南１ 0.6 向陽２号 32 10 3月11日 ― 7月1日 7月9日
春ニンジン⑷ 南１ 0.6 向陽２号 32 10 3月22日 7月5日 7月9日 8月26日　⑴～⑶は発芽不良
秋ニンジン⑴ 西２ 0.5 向陽２号 32 10 8月5日 ― 11月8日 12月4日 約３割の発芽の為追播する
秋ニンジン⑵ 西２ 0.5 向陽２号 32 10 8月6日 11月11日 12月11日
秋ニンジン⑶ 西２ 0.5 向陽２号 32 10 8月7日 ― 11月19日 12月19日
秋ニンジン⑷ 西２ 0.5 向陽２号 32 10 9月6日 11月20日 12月12日
秋ニンジン⑸ 西２ 0.5 向陽２号 32 10 ― 12月12日 1月9日
秋ニンジン⑹ 西２ 0.5 紅金時 32 10 8月29日 12月19日 1月9日
実習は6月3日と4日
春バレイショ⑴ 西５ 1 ダンシャク 130 20 3月5日 ― 6月3日 6月3日
西５ 2.5 ダンシャク 100 25 3月5日 6月3日 6月3日 5月から6月の上旬は降水量が少なく，
春バレイショ⑵ 西５ 1 メークイン 130 20 3月5日 ― 6月4日 6月4日 灌水も加減した為イモ全体が小さく，
西５ 2.5 メークイン 100 25 3月5日 6月4日 6月6日 マルチと平畦の差が無かった。
春バレイショ⑶ 西５ 1 デジマ 130 20 3月5日 ― 6月4日 6月4日
西５ 1 デジマ 100 25 3月5日 6月10日 6月10日 収穫したイモの保存は従来の保冷庫で（５度）
春バレイショ⑷ 西５ 1 アンデス 130 20 3月5日 ― 6月4日 6月4日 保存するのではなく常温の暗室で保存する
西５ 1 アンデス 100 25 3月5日 6月10日 6月10日
秋バレイショ⑴ 西３ 3.2 デジマ 100 27 9月12日 ― 12月2日 12月2日
秋バレイショ⑵ 西３ 4 アンデス 100 27 9月11日 12月3日 12月3日
セルリー⑴ ハウス西２ 1.5 トップセラー 65 30 6月17日 8月6日 11月26日 1月7日
セルリー⑵ 西２ 0.5 トップセラー 65 30 6月17日 8月20日 12月15日 1月10日
セルリー⑶ ハウス西１ 1.5 コーネル 65 30 7月10日 9月5日 1月7日 2月12日
チンゲンサイ⑴ 西４ 0.5 青武 65 20 8月30日 9月6日 9月30日 10月7日
チンゲンサイ⑵ 西１ 0.5 青武 65 20 9月4日 9月18日 10月7日 10月15日
チンゲンサイ⑶ 南１ 0.5 青武 65 15 9月17日 10月8日 11月14日 11月20日
チンゲンサイ⑷ 西１ 0.5 青武 65 15 9月20日 10月17日 11月25日 12月5日
チンゲンサイ⑸ 南１ 0.6 青武 65 20 9月30日 11月1日 12月16日 1月6日
チンゲンサイ⑹ 南１ 0.6 青武 65 20 10月5日 11月6日 12月16日 1月6日
チンゲンサイ⑺ 西４ 0.6 青武 65 20 10月11日 11月11日 1月14日 1月20日
チンゲンサイ⑻ ハウス西２ 0.5 菁武 65 20 11月20日 1月15日 2月24日 2月27日
ハクサイ⑴ 西４ 0.5 サラダ・タケノコ等 65 30 7月30日 8月20日 10月1日 10月17日
ハクサイ⑵ 西４ 0.75 耐病60日 65 30 8月26日 9月17日 11月19日 12月4日
ハクサイ⑶ 西４ 0.75 きらぼし80 65 30 8月30日 9月17日 11月19日 12月16日
ハクサイ⑷ 西４ 0.75 金将２号 65 40 8月30日 9月17日 12月1日 1月9日
ハクサイ⑸ 西４ 0.5 黄ごころ90 65 40 9月2日 9月17日 12月12日 1月9日
ハクサイ⑹ 西４ 0.5 冬峠 65 40 9月2日 9月17日 12月12日 1月9日
シュンギク⑴ 西２ 0.5 大葉シュンギク 65 20 8月30日 9月19日 10月22日 11月18日
シュンギク⑵ ハウス西3 1.5 大葉シュンギク 65 20 9月4日 10月4日 10月28日 3月26日
山東菜⑴ ハウス西４ 0.5 シロナ 65 20 2月20日 ― 4月1日 4月8日
山東菜⑵ 西１ 0.3 シロナ 65 20 3月8日 4月22日 4月30日
山東菜⑶ 西１ 0.2 山東菜 65 20 3月21日 ― 5月1日 5月9日
山東菜⑷ 西１ 0.3 山東菜 65 20 3月29日 5月9日 5月13日
山東菜⑸ 西１ 山東菜 65 20 5月13日 5月23日
秋シロナ⑴ 西４ 0.5 山東菜 65 20 8月28日 ― 9月24日 9月24日
秋シロナ⑵ 南１ 0.3 山東菜 65 20 9月13日 10月4日 10月8日
秋シロナ⑶ 南１ 0.3 山東菜 65 20 9月25日 ― 10月21日 10月22日
秋シロナ⑷ ハウス西2 0.5 山東菜 65 20 1月16日 3月3日 3月13日
カラシナ⑴ 西１ 0.5 うまから菜 65 20 8月30日 9月18日 10月7日 10月17日
カラシナ⑵ 西１ 0.6 うまから菜 65 20 9月17日 10月10日 11月5日 11月11日
タカナ⑴ 西１ 0.5 三池大葉縮緬 65 20 9月17日 10月10日 11月8日 11月27日
タカナ⑵ 西１ 0.5 三池大葉縮緬 65 20 9月25日 10月17日 11月19日 12月3日
タカナ⑶ 西１ 0.5 三池大葉縮緬 65 20 9月30日 10月28日 12月25日 1月27日
エンドウ⑴ 西５ 0,５ スナック 130 40 11月8日 12月14日 4月30日 5月22日
エンドウ⑵ 西５ 0.5 久留米豊 130 40 11月8日 12月14日 5月16日 5月23日
たまねぎ 西4 1.8 立春のかほり黄のぞみ，貝塚早生 65 12 9月12日（2012年） 11月7日（2012年）3月18日（2013年） 3月18日（2013年）
西4 1.8 オメガ 65 12 9月12日（2012年） 11月13日（2012年） 5月7日（2013年） 5月15日（2013年）
西4 0.6 ネオアース 65 12 9月12日（2013年） 11月22日（2012年） 5月28日（2013年） 5月28日（2013年）
西4 6.6 ターボ 65 12 9月12日（2012年） 11月13日（2012年） 5月21日（2013年） 5月28日（2013年）
西4 1.2 猩々赤 65 12 9月12日（2012年） 11月20日（2013年） 5月1日（2013年） 5月13日（2013年）
なす 西3 0.6 千両2号 1.8 60 1月28日 4月23日 6月10日 10月3日
西3 0.9 長者 1.8 60 1月28日 4月23日 6月10日 10月3日
西3 0.3 くろわし 1.8 60 1月28日 4月23日 6月10日 10月3日
ピーマン 西3 0.6 京鈴 1.8 60 2月26日 5月7日 6月10日 10月3日
西3 0.3 伏見甘長 1.8 60 2月26日 5月7日 6月10日 10月3日
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平成 25 年における野菜・花きの販売量
作　　目 品　　種 面積（a） 収量（kg） 売払金額（円）
イチゴ 女峰 2.2 655 829,677 
イチゴ さちのか 2.2 60 85,501 
イチゴ 冷凍 2.2 69 48,300 
インゲンマメ ツルなしモロッコ 1.2 65 57,959 
エダマメ 宝石　他 18.3 2379 534,135 
エンドウ ツタンカーメン 1.2 183 114,721 
オクラ グリーンソード 1.6 270 124,158 
カブ ひかり 3.5 1042 142,100 
カボチャ エビス・隼人・利休 4.8 306 33,083 
カリフラワー スノークラウン 2.1 256 71,990 
カンラン 彩里・マルシェ 4.5 1198 184,562 
カンショ ベニアズマ 26.5 6276 896,319 
カラシナ うまから菜 1.8 197 49,072 
キュウリ（温室） 北進・味さんご　 4.4 751 230,196 
キュウリ 夏すずみ 0.6 393 91,788 
キンウリ 金俵 0.8 127 36,095 
クウシンサイ 1.2 190 73,345 
コマツナ (ハウス） 浜美２号 3.0 671 192,461 
コマツナ (露地） 浜美２号 5.5 806 233,288 
コカブ ひかり 1.2 588 135,575 
ササゲ 清流 0.6 49 40,522 
サトイモ エグイモ・石川早生 7.5 1055 267,409 
シイタケ 0.3 62 62,650 
シュンギク 大葉 1.5 522 277,717 
シロウリ 0.8 81 8,100 
シロナ みなとべかな 2.0 400 99,580 
スイートコーン カクテル・ゴールドラッシュ 13.8 2447 328,840 
スイカ 夏武輝・瑞祥 4.8 934 121,375 
作目 圃場　 面積⒜ 品種 畦間 株間 播種（月日） 定植（月日） 収穫（始） 収穫（終）
西3 0.3 甘とう美人 1.8 60 2月26日 5月7日 6月10日 10月3日
スイカ 西3 3.2 夏武輝 400 100 4月2日 5月8日 7月29日 8月5日
西3 1.6 秀山 400 100 3月4日 4月16日 7月8日 7月31日
カボチャ 西3 1.6 つるなしやっこ 400 100 3月29日 4月16日 7月11日 7月16日
西3 1.6 はやと・夢見 400 100 3月29日 4月16日 7月11日 7月16日
西3 0.8 赤ずきん 400 100 3月29日 4月16日 7月11日 7月16日
西3 0.8 みやこ 400 100 3月29日 4月16日 7月11日 7月16日
きゅうり 西3 0.3 夏すずみ 1.8 30 4月4日 5月16日 6月17日 7月24日
西3 0.3 夏すずみ 1.8 30 7月24日 8月5日 8月20日 12月4日
汎用温室A 2.2 北進・味サンゴ・京しずく・つや太郎 100 50 1月28日 3月4日 4月4日 5月17日
汎用温室A 2.2 フリーダム3号・味サンゴ・よしなり 100 50 9月9日 9月20日 10月15日 12月4日
オクラ 西3 1.5 グリーンソード 65 30 4月24日 5月16日 6月17日 10月3日
クウシンサイ 西6 1.2 クウシンサイ 65 40 4月24日 6月4日 6月17日 10月3日
ツルムラサキ 西6 1.2 ツルムラサキ 65 40 4月24日 6月4日 7月1日 10月3日
モロヘイヤ 西6 1.2 モロヘイヤ 65 40 4月24日 6月4日 6月17日 9月8日
ソラマメ 西2 2.5 打越一寸 65 40 10月29日（2012年） 12月4日（2012年） 5月13日（2013年） 6月5日（2013年）
落花生 西４ 2.4 落花生 65 40 5月9日 6月6日 10月22日 11月18日
トマト 汎用温室B 2.2 桃太郎ファイト 100 12 1月4日 2月6日 5月22日 7月9日
汎用温室B 2.2 シンディースイート 100 12 1月4日 2月6日 4月30日 7月9日
汎用温室B 2.2 桃太郎ファイト 100 12 7月18日 8月8日 11月5日 1月10日（2014年）
汎用温室B 2.2 シンディースイート 100 12 7月18日 8月8日 10月15日 1月10日（2014年）
イチゴ 汎用温室C 0.4 さちのか 100 20 7月23日（2012年） 9月26日（2012年） 12月25日（2012年） 6月17日
汎用温室C 4 女峰 100 20 7月23日（2012年） 9月26日（2012年） 12月25日（2012年） 6月17日
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作　　目 品　　種 面積（a） 収量（kg） 売払金額（円）
ズッキーニ ダイナー 0.3 72 32,490 
セロリ コーネル 1.0 409 106,562 
ソラマメ 打越一寸 4.8 403 162,297 
ターサイ 0.6 103 41,742 
ダイコン 大師・四月早生・耐病総太り 7.7 2560 287,712 
タカナ 三池大葉 1.7 160 42,062 
タマネギ（白） ソニック・ターボ他
12.6 
3615 430,571 
タマネギ（赤） 猩々赤 400 58,417 
タマネギ（苗） ターボ 0.3 7450 38,500 
チンゲンサイ（ハウス） 青武 1.0 51 24,405 
チンゲンサイ（露地） 青武 6.1 273 77,204 
ツルムラサキ 1.2 207 72,888 
トウガン 長とうがん 0.8 188 19,128 
トマト 桃太郎ファイト他 8.8 4087 2,241,503 
ナス 長者、千両、くろわし 1.8 1232 276,271 
ナバナ 0.6 80 34,265 
ニラ 大葉 3.0 716 235,849 
ニンジン 向陽2号　他 5.1 1512 325,910 
ニンニク ホワイトロッペン 2.5 53 22,449 
ネギ（ハウス） 九条 1.5 65 35,437 
ネギ 九条 10.5 1528 442,467 
ハクサイ 黄こころ・無双 3.6 1350 150,526 
ハダイコン 葉太郎 0.6 31 9,551 
ピーマン 京すず等 1.2 332 131,865 
バレイショ 男爵・メークイン・アンデス 17.3 1645 302,776 
ブロッコリー ハイツ 2.9 265 130,859 
ホウレンソウ（ハウス） リード　他 2.5 175 49,635 
ホウレンソウ（露地） リード　他 8.5 1060 427,123 
マビキナ 人参・大根 206 61,999 
ミズナ 京みぞれ　他 4.3 568 172,090 
メロン プリンス 0.8 177 38,204 
モロヘイヤ 1.2 150 57,641 
レタス シスコ 4.7 1021 278,241 
レタス レッドウェーブ 3.4 321 136,909 
落花生 1.8 83 64,104 
花木苗 ペチュニア　他 3.6 8074 741,354 
露地キク 美林　他 3.0 2939 170,090 
電照キク 轟　他 0.9 317 16,950 
電照キク セイスナップ 0.5 597 29,170 
電照キク ローズ舞風車 0.5 708 35,170 
計 253.3 67213 13,382,904 
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（２）水田部門
　平成25年度の乾田直播栽培は，例年と同じく５
月中旬頃から播種を開始した｡ 播種は順調に行えた
が，降雨が少なく発芽は著しく悪くなった。移植
栽培は苗箱へ５月中旬に播種し，苗の生育は順調で
岡山，八浜水田ともに田植え作業は順調に進み，そ
の後の生育も順調であった。しかし，発芽不良によ
り雑草が大発生し人員減による労働力不足で除草が
間に合わなくなり，減収の大きな原因となった。水
稲の作柄，作況指数は全国平均が539kg/10a「102」，
岡山県南部は513kg/10a，｢96｣ であった。
　岡山水田は栽培品種をヒノヒカリに統一し，１号
水田はガイダンス科目総合農業科学入門で一年次生
全員による手植え移植とし，２号水田は田植え機を
用いて成苗（葉齢5～ 5.5）を移植栽培した。３号
水田では，修士・卒業論文作成のための試験が行わ
れ，多くの研究成果が報告された。八浜水田は１号
～６号水田で乾田直播栽培し，５号水田の一部に成
苗（葉齢5～ 5.5）を用いた移植栽培を行った。また，
秋ウンカの大発生があり岡山，八浜水田で被害を受
けた。
　本農場の水稲収量はアケボノ263kg/10a，ヒノヒカ
リ518kg/10a，あきまさり215kg/10a，平均288kg/10a
となった。
（多田正人）
第２表　栽培の概要
作目 栽培様式 品種 播種・移植期
播種量 施肥量（㎏/10a）
収穫期
㎏/10a 種類 N P2O K2O
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/13・6/10 ～ 12 1.3 LPE80 ８～９ 8 8 10/7 ～ 10/9
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ 5/20 ～ 6/27 1.3 日産 Z 10 ～ 11 7 7 10/14
直播 あきまさり 5/16 ～ 5/28 6.5 日産 Z 10 6 6 10/17 ～ 11/5
直播 アケボノ 5/31 ～ 6/3 6.5 日産 Z 10 6 6 11/6 ～ 11/7
第１表　栽培面積
作目 栽培様式 品種 栽培圃場及び面積⒜ 合計⒜
岡山水田
水稲 移植 ヒノヒカリ １号（40） 40
移植 ヒノヒカリ ２号（64） 64
試験研究用 ３号（25， 研究室 ･未収穫） 25
八浜水田
水稲 移植 ヒノヒカリ ５号（70） 70
直播 あきまさり １号（281）  ２号（158）４号（81）６号（50） 570
直播 アケボノ ３号（69）  ５号（64） 133
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第３表　水稲防除作業内容
薬品名 圃場名（号田） 使用量（/10a） 月/日
八浜水田
　　除草剤 トレファノサイド粒剤 1,2,3,4,5,6 300cc 5/15 ～ 6/4
デルカット 5 500cc 6/19
ダイナマン 1,5 500cc 6/28 ～ 7/2
クリンチャー EW 1,2,4,5,6 100cc 5/31 ～ 6/14
クリンチャー EW 1,2,4,5,6 100cc 7/8 ～ 7/9
ワイドアタック 1,2,3,4,5,6 100cc 7/11 ～ 7/22
　　殺虫・殺菌剤 アドマイヤー顆粒 1,2,3,4,5,6 24g 5/16 ～ 6/3
ルーチンアドマイヤースピノ 5 890g 5/20
ブラシンフロアブル 1,2,3,4,5,6 95cc 8/21 ～ 8/28
ロムダンゾル 1,2,3,4,5,6 95cc 8/21 ～ 8/28
モンカットフロアブル 1,2,3,4,5,6 95cc 8/21 ～ 8/28
アプロードフロアブル 1,2,3,4,5,6 95cc 8/21 ～ 8/28
岡山水田
　　除草剤 ダイナマン 1,2,3 500cc 6/13
ルーチンアドマイヤースピノ 1,2,3 890g 5/13
　　殺虫・殺菌剤 ブラシンフロアブル 1,2,3 92cc 8/9
ロムダンゾル 1,2,3 92cc 8/9
モンカットフロアブル 1,2,3 92cc 8/9
アプロードフロアブル 1,2,3 92cc 8/9
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（３）果樹部門
　平成25年の生産概要を第１表に，作目ごとの薬
剤防除履歴および植物成長調節物質使用履歴を，第
２表から第11表に示した。
　今年は穏やかな気候であったため，果樹類の生
育はおおむね順調で，総収入額は前年並みの897万
5746円であった。
１）モモ
　モモ全体の生産量は前年並みであったが，収入額
は前年よりも１割程度減少した。５月初めの低温や
６月前半の少雨の影響を受けた品種もあったが，生
育は比較的順調で，例年通りの時期に収穫期を迎え
た。せん孔細菌病の発生が例年よりも目立った。
　主な品種の平均糖度は‘日川白鳳’では12～ 13度，
‘あかつき’と‘紅清水’では11 ～ 15度，‘清水白
桃’では11 ～ 14度，‘川中島白桃’では12 ～ 15度
であった。７月前半は晴天の日が続いたため平均糖
度が高かったが，７月中旬にまとまった雨があった
ため，７月下旬に収穫した果実の平均糖度は低下し
た。
　‘清水白桃’では，６月前半の乾燥で幼果の表面
にしわが発生するものが多かったが，仕上げ摘果で
果実を厳選したので，収穫果の秀品率は例年並みに
高かった。
　主力の４号園では18年生，19年生の樹が多く，
衰弱する樹が徐々に増えてきた。特に衰弱が著しい
‘あかつき’２本については10月に伐採し，改植後の
いや地を回避するために跡地にはマサ土を客土した。
　４号園の欠株となっていた場所には，３月に‘清
水白桃’，‘日川白鳳’および‘ゴールデンピーチ’
の苗木を各１本，４月に‘おかやま夢白桃’の苗木
を１本定植した。
２）ブドウ
　各品種とも生育はおおむね順調で，ほぼ平年並み
の作柄であった。
　販売においては，‘藤稔’と‘ピオーネ’が引き
続き主力品種であることには違いがなかったが，‘瀬
戸ジャイアンツ’が存在感を増し，逆に，‘マスカッ
ト・ベーリーＡ’と‘アーリー・スチューベン’で
は販売額が前年よりも２割以上減少した。今年から
本格的に果実を付けられるようになった‘シャイン
マスカット’と‘紫苑’も好評で，‘シャインマスカッ
ト’は糖度が22度前後と高く，‘紫苑’は高品質の
まま11月まで樹上に残しておくことができた。
　加工用ブドウは生産方法を変更した。前年は，通
常栽培をしている‘ピオーネ’と‘藤稔’の中から，
生食用の収穫時期に房型や着色が悪い果房を選んで
出荷したが，今年は，‘ピオーネ’で専用樹を２樹
決めて，その樹には通常の２倍の数の果房を着生さ
せ，加工用としての収穫適期である着色・成熟直前
に全果房を一斉に収穫する方法をとった。実際には，
８月末に２回に分けて収穫を行い，合計294kgを納
品した。
　主な品種では，‘藤稔’は房型，着色ともに良好
で，糖度は18 ～ 20度で食味が良かった。‘瀬戸ジャ
イアンツ’では考えていたよりも果粒の肥大が進ん
だため，大房になりすぎて糖度が16度に達しない
果房が２割程度あった。‘翠峰’も大房に作りすぎ
て，低糖度となる果房の割合が高かった。‘オーロ
ラブラック’は平均糖度が20度と高かったが，斑
状に着色する果房が今年も見られた。‘アーリー・
スチューベン’では，白綿病の発生が多かった。‘デ
ラウェア’では，種なしではあるが均一に着色しな
い果房が散見された。
　小温室の‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’
10樹のうち３樹を研究室の栽培試験に供したこと
もあって，‘マスカット・オブ・アレキサンドリア’
の生産量は前年に引き続いて少なかった。
　各ハウス・ガラス室で育成中の幼木の生育はおお
むね順調で，一部の樹では少量の果実を着生させた。
３）その他の果樹
　カキは各品種ともほぼ前年並みの生産量であっ
た。炭酸ガス脱渋をしてから販売している‘平核無’，
‘西条’，‘西村早生’および‘倉方’では，軟化防
止のため，今年から本格的に1-MCPの同時処理を始
めた。脱渋後のロスが少なくなっただけでなく，‘平
核無’では２割程度単価を高くして販売することが
できた。
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　リンゴでは，隔年結果で花数が少なかったため
生産量が減少し，‘つがる’は前年の約２分の１の
163kg，‘ふじ’は前年の約４分の１の123kgであった。
‘ふじ’では，１～３月に前年の貯蔵分423kgを販
第１表　平成25年果樹部門生産概要
種　　類  品　　　　　種      面積（a） 販売数量（kg） 収入金額（円）
モモ あかつき 2.3 443 265,272 
紅清水 7.3 739 442,385 
清水白桃 9.8 1,171 875,511 
ゴールデンピーチ 4.2 539 340,385 
川中島白桃 2.3 219 142,926 
日川白鳳 2.3 107 63,918 
白桃 0.8 55 33,001 
白麗 2.4 123 91,932 
白鳳 3.4 370 219,498 
ネクタリン（秀峰） 0.8 94 74,550 
その他品種 2.4 28 22,770 
加工用桃（各品種合計） 345 86,287 
ブドウ 藤稔 6.6 1,239 898,483 
ピオーネ 6.0 903 642,023 
巨峰 3.2 398 214,374 
オーロラブラック 3.3 210 177,888 
安芸クイーン 1.8 146 105,006 
ゴルビー 1.6 149 92,319 
翠峰 1.3 135 98,065 
瀬戸ジャイアンツ 2.4 373 344,086 
シャインマスカット 2.5 87 107,769 
紫苑 1.3 190 174,244 
マスカット・ベーリー A 3.2 605 222,052 
ヒロハンブルグ 1.6 484 227,362 
デラウェア 1.6 119 88,645 
アーリー・スチューベン 1.6 197 105,758 
キャンベル・アーリー 0.3 69 37,084 
ハニーシードレス 0.8 53 24,388 
サニールージュ 0.6 136 56,509 
マスカット･オブ･アレキサンドリア 5.5 320 332,963 
カキ 富有 4.7 741 158,661 
松本早生富有 3.5 273 58,276 
平核無 3.5 1,085 220,191 
西条 3.5 454 111,072 
愛宕 5.2 1,736 260,600 
その他品種 2.4 164 32,520 
リンゴ つがる 3.5 163 74,947 
ふじ 3.5 545 143,430 
その他品種 0.9 57 26,330 
キウイフルーツ 6.9 2,614 656,672 
ウンシュウミカン 4.6 1,281 131,432 
レモン 1.4 179 78,480 
ウメ 4.2 378 130,950 
ビワ 3.1 219 78,180 
スモモ 3.0 124 42,850 
ブルーベリー 1.4 30 53,110 
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売したが，今年は年内に販売を終了したため，翌年
販売用の貯蔵は行わなかった。
　キウイフルーツは前年に収穫した果実を随時追熟
して４月初めまで販売した。今年の栽培では，摘果
を強く行ったので前年よりも大玉の果実が多かった
が，カメムシやガによる吸汁害が多く，収穫量は約
2100kgであった。収穫した果実は12月から販売を
始めた。
　２号園雨よけハウスのカンキツ類では樹冠の拡大
が進み，ウンシュウミカンとレモンの生産量は前年
よりも増加した。レモンは収穫終了後の３月に間伐
を行い，栽植距離が（6m×2m）から（6m×4m）
に変わり，栽植本数は９本から５本に変わった。
（近藤毅典，山本昭，酒井富美子）
第２表　モモの薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等 備　　　考
3/7 石灰硫黄合剤 20
3/21 カッパーシン水和剤 500
4/3 コンフューザーＭＭ 250本 /20.9a
〃 スカシバコンＬ 100本 /20.9a
4/5 ロブラール水和剤 1500
4/22 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アディオン乳剤 2000
5/8 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/16 ベルクートフロアブル 2000
〃 バリダシン液剤5 500
5/21，27，6/3，11 スペックス水和剤 500 袋掛け対象樹のみ
〃 フェニックスフロアブル 4000 袋掛け対象樹のみ
5/29 ベルクートフロアブル 2000
〃 ダーズバンＤＦ 3000
6/24 ストロビードライフロアブル 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/27 オンリーワンフロアブル 2000 袋掛け対象樹のみ
〃 フェニックスフロアブル 4000 袋掛け対象樹のみ
7/19 サムコルフロアブル10 5000
〃 ダニゲッターフロアブル 2000
8/21 ダイアジノン水和剤34 1000 一部のみ
〃 ダニサラバフロアブル 1200 一部のみ
10/1，2 ビスダイセン水和剤 500
〃 スプラサイド水和剤 1500
12/3，5，16 マシン油乳剤95 20 一部のみ
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第３表　ブドウ（雨よけハウス）の薬剤防除履歴（平成 25 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/22，4/1，2，5 石灰硫黄合剤 7
〃 ベフラン液剤 25 250
4/25 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
〃 サンマイト水和剤 1500
5/9 ジマンダイセンフロアブル 800
〃 スプラサイド水和剤 1500
5/23 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
6/12，14 アフェットフロアブル 2000
〃 スプラサイド水和剤 1500
〃 バロックフロアブル 2000
6/24，7/1，2，4，8 ストロビードライフロアブル 3000
〃 スカウトフロアブル 2000
〃 コテツフロアブル 2000
9/25，27，11/1，21，27 ICボルドー 66D 50
〃 スミチオン水和剤 800
第４表　ブドウ（ガラス室）の薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等
3/19 オマイト水和剤 1000
3/22 石灰硫黄合剤 7
〃 ベフラン液剤25 250
〃 ベンレートＴ水和剤 350
4/26 インダーフロアブル 8000
〃 アプロードフロアブル 1000
〃 ウララドライフロアブル 2000
〃 サンマイト水和剤 1500
5/16 ポリベリン水和剤 1000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/31 オンリーワンフロアブル 2000
〃 オルトラン水和剤 1500
6/18 ストロビードライフロアブル 3000
〃 コテツフロアブル 2000
7/9 カンタスドライフロアブル 1500
〃 テルスターフロアブル 4000
8/8 カネマイトフロアブル 1500
〃 フェニックスフロアブル 4000
11/27 ICボルドー 66D 50
〃 スミチオン水和剤 800
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第５表　　ブドウの植物成長調節剤使用履歴（平成25年）
月 /日 品　　種　　名 薬品名・濃度
5/7 デラウェア ジベレリン100ppm＋ストレプトマイシン200ppm
5/27 ピオーネ（１号園），サニールージュ ジベレリン25ppm
〃 巨峰 ジベレリン25ppm＋フルメット0.5pm
5/29 安芸クイーン，ゴルビー ジベレリン16.6ppm
5/30 シャインマスカット ジベレリン25ppm＋フルメット5pm＋ストレプトマイシン200ppm
〃 オーロラブラック ジベレリン25ppm
〃 ハニーシードレス ジベレリン100ppm
5/31 ピオーネ（3号園） ジベレリン25ppm
〃 藤稔 ジベレリン20ppm＋フルメット0.5ppm
〃 翠峰 ジベレリン15ppm＋フルメット0.4ppm
6/4 デラウェア，アーリー・スチューベン ジベレリン100ppm
6/4，6 瀬戸ジャイアンツ，紫苑 ジベレリン25ppm＋フルメット5ppm
6/7 ピオーネ（１号園），巨峰，ゴルビー，サニールージュ ジベレリン25ppm
6/10 藤稔，オーロラブラック，シャインマスカット ジベレリン25ppm
6/10，11 安芸クイーン ジベレリン25ppm
6/11 ピオーネ（3号園） ジベレリン25ppm
〃 マスカット・ベーリー A ジベレリン100ppm
〃 ヒロハンブルグ ジベレリン80ppm
6/13 翠峰 ジベレリン25ppm
〃 マスカット・ベーリー A，ヒロハンブルグ（一部） フルメット5ppm
6/13，17 紫苑 ジベレリン25ppm
6/18 瀬戸ジャイアンツ ジベレリン25ppm
第６表  カキの薬剤防除履歴（平成 25 年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/15，22 石灰硫黄合剤 7
5/8 ベルクート水和剤 1500
〃 オルトラン水和剤 1000
6/13 オンリーワンフロアブル 2000
〃 アーデント水和剤 1000
7/11 ストロビードライフロアブル 3000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
8/6 フェニックス顆粒水和剤 4000
8/28 トップジンＭ水和剤 1500
〃 ダントツ水溶剤 4000
12/5 マシン油乳剤 95 20
第７表  キウイフルーツの薬剤防除および植物成長調節剤使用履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等
3/15 石灰硫黄合剤 7
6/24，25 フルメット液剤 5ppm
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第８表  リンゴの薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍率等  備　　　考
3/15 石灰硫黄合剤 7
4/10 スコア顆粒水和剤 3000
〃 ウララドライフロアブル 2000
4/16 アルバリン顆粒水溶剤 2000
〃 カーラフロアブル 2000
5/2 ストロビードライフロアブル 2000
〃 モスピラン水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
6/5 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
〃 ニッソラン水和剤 2000
7/4 スプラサイド水和剤 1500 つがるのみ
〃 マイトクリーンフロアブル 2000
7/25 ストッポール液剤 1000
7/30 ダントツ水溶剤 3000
〃 ダニゲッターフロアブル 2000
9/6 テルスターフロアブル 3000
12/24 マシン油乳剤95 20
     第９表  ウメの薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
2/5 石灰硫黄合剤 7
4/10 ベルクート水和剤 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/2 ストロビードライフロアブル 2000
〃 モスピラン水溶剤 2000
12/25 マシン油乳剤95 20
第10表　スモモの薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
3/6 石灰硫黄合剤 20
4/12 ベルクート水和剤 2000
〃 アルバリン顆粒水溶剤 2000
5/16 ストロビードライフロアブル 2000
〃 モスピラン水溶剤 2000
7/31 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
12/16 マシン油乳剤95 20
第11表　カンキツ類の薬剤防除履歴（平成25年）
月 /日 薬　　品　　名 倍　　率
5/2 ストロビードライフロアブル 2000
〃 モスピラン水溶剤 2000
〃 バロックフロアブル 2000
6/5 ベルクート水和剤 1000
〃 オリオン水和剤 1000
〃 ニッソラン水和剤 2000
7/4 スプラサイド水和剤 1500
〃 マイトクリーンフロアブル 2000
8/8 アルバリン顆粒水和剤 2000
〃 コロマイト水和剤 2000
9/13 アプロードエースフロアブル 1000
12/17 マシン油乳剤95 50
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（４）畜産部門
１）津高牧場
　平成25年の飼育牛移動状況を第１表に示す。子
牛生産頭数は，雌が17頭，雄が18頭の合計35頭であっ
た。本年は，死産２件と流産４件の繁殖牛の事故が
あった。
　本年の販売総数は41頭で，そのうち子牛が37頭，
肥育牛が４頭であった。
　繁殖成績を第２表に示す。本年は，人工授精で34
頭と受精卵移植で３頭を受胎させることができ，昨
年より４頭少なかった。本年も，受精卵移植の受胎
頭数は，３頭であった。今後も，移植頭数を増やし，
購入受精卵の導入による改良も進めるとともに，牛
の観察と飼養管理に気を配りながら，１頭でも多く
の牛を受胎できるように努力してゆきたい。
　子牛の販売成績を第３表に示す。出荷頭数は，去
勢20頭，雌17頭の合計37頭であった。出荷日齢は，
前年と比較して，去勢で13日，雌で４日長かった。
出荷体重は，前年と比較して，去勢で２ kg減であっ
たが，雌は変わらなかった。価格は，前年より去勢，
雌とも高値であった。本年の子牛の発育は，去勢，
雌とも前年より少し悪かった。現在，子牛市場で実
施されている「岡山和牛推奨子牛」の表示販売で当
牧場の去勢牛５頭と雌牛４頭が「おかやま四つ星子
牛」として販売された。今後も「おかやま四つ星子
牛」の称号獲得を目標にした子牛の飼養管理を行っ
て飼養管理技術の向上に努めたい。本年のコクシジ
ユウム症の発症はなかった。今後も下痢の発生を抑
え，下痢が発生した場合には，早期発見・早期治療
に努めたい。
　枝肉販売成績を第4表に示す。
第１表　平成 25 年飼育移動状況
雌 雄
合　計
子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
25. 1. 1 現在 18 1 41 2 16 0 － 78
????増
生産 8 － － － 6 － － 14
振替 － 1 1 2 － － － 4
減
振替 1 1 2 － － － － 4
へい死 － － － － － － － 0
売却 10 － － 2 8 － － 20
25. 6.30 現在 15 1 40 2 14 0 0 72
????増
生産 9 － － － 12 － － 21
振替 － 2 1 1 － － － 4
減
振替 2 1 1 － － － － 4
へい死 － － － － － － － 0
売却 7 － － 2 12 － － 21
25.12.31 現在 15 2 40 1 14 0 0 72
第２表　平成 25 年人工授精・受精卵移植成績（25.1.1 ～ 25.12.31）
実施
頭数
受胎
頭数
受胎率
（％）
受精回数
１ ２ ３ ４回以上
受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎 受胎 不受胎
人工授精 41 34 82.9 16 3 15 3 2 1 1 －
受精卵移植 3 3 100.0 3 － － － － － － －
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第３表　平成 25 年子牛販売成績
販　売
年月日
耳　標
番　号
生年月日 性  別
生  後
日  齢
（日）
体　重
（kg）
日　齢
体　重
（kg/日）
落　札
価　格
（千円）
kg当り
単　価
（円）
母　牛
番　号
父　牛
名　号
25. 1.25 P146 24. 5. 6 雌 265 263 0.992 351 1335 Y249 安福勝 
P147 24. 5.22 雌 248 237 0.956 338 1426 Y227 沢茂勝
P148 24. 5.26 去 244 279 1.143 411 1473 Y244 安茂勝
25. 3. 8 P149 24. 6.07 雌 274 248 0.905 386 1556 Y226 菊花国
       P150 24. 6.10 雌 271 277 1.022 400 1444 Y220 肥後桜
P151 24. 6.16 雌 265 242 0.913 386 1595 Y252 菊花国
25. 4.26 P152 24. 6.29 去 301 263 0.874 389 1479 Y236 西花８
P153 24. 7.06 雌 295 268 0.908 353 1317 Y235 茂花国
　　　　 P154 24. 8.09 雌 260 258 0.992 358 1388 Y251 安茂勝
       P155 24. 8.17 雌 252 253 1.004 336 1328 Y225 勝忠鶴
P156 24. 8.19 去 250 313 1.252 462 1476 Y248 勝忠鶴
P157 24. 8.22 去 247 247 1 398 1611 Y247 菊花国
25. 6. 7 P158 24. 8.26 去 285 311 1.091 437 1405 Y253 菊花国
　　　　 P159 24. 9. 3 去 277 308 1.112 453 1471 Y234 安茂勝
P160 24. 9. 5 雌 275 269 0.978 388 1442 Y207 福安照
　　　　 P161 24. 9. 9 雌 271 299 1.103 384 1284 Y241 菊花国
P162 24. 9.15 去 266 290 1.09 384 1324 Y217 第５北盛
       P163 24. 9.24 去 256 291 1.137 468 1608 Y238 安福勝
25. 7.12 P164 24. 9.26 去 269 282 1.048 471 1670 Y257 菊花国
　　　　 P165 24. 9.29 去 286 294 1.028 467 1588 Y222 第５北盛
　　　　　 P166 24.10.07 雌 278 309 1.112 420 1359 Y258 福安照
P167 24.10.24 去 261 256 0.981 441 1723 Y221 安平照
　　　　 P168 24.10.27 去 258 309 1.198 420 1359 Y223 茂洋勝 
       P169 24.10.29 雌 256 276 1.078 365 1322 Y230 菊花国
　　　　 P171 24.10.30 雌 254 250 0.984 364 1456 Y229 北国茂
P172 24.11.16 去 239 248 1.038 448 1806 Y254 安茂勝
25. 8.23 P173 24.11.17 雌 279 259 0.928 396 1529 Y242 第６栄福
　　　　 P175 24.11.27 去 269 280 1.041 461 1646 Y231 安茂勝
P176 24.12.16 去 250 270 1.08 432 1600 Y210 安茂勝
25.10. 4 P177 24.12.23 去 285 270 0.947 467 1730 Y259 福安照 
　　　　 P178 24.12.25 雌 283 266 0.94 362 1361 Y250 勝忠鶴
　　　　 P179 25. 1. 6 雌 271 240 0.886 360 1500 Y256 菊花国
       P180 25. 1.22 去 255 266 1.043 369 1387 Y255 菊花国
25.11. 8 P181 25. 2.20 雌 261 258 0.989 497 1926 Y260 菊花国
P182 25. 2.25 去 256 293 1.145 522 1782 Y240 安茂勝
25.12.13 P183 25.12.13 去 261 304 1.165 615 2023 Y246 安茂勝
P184 25. 4.21 去 236 281 1.191 632 2249 Y249 美津照重
平均 全 頭 37 265 273 1.032 421 1540
去 勢 20 263 282 1.074 464 1642
雌 17 268 264 0.984 372 1410
第４表　平成 25 年枝肉販売成績
と　殺
年月日
耳　標
番　号
性別
水引枝肉
重量
（kg）
枝肉
規格
枝　肉
単　価
（円/kg）
売上
金額
（千円）
25. 1.20 Y213 雌 369.2 B-3 850 323.820
25. 5.22 Y228 雌 354.9 A-2 680 243.848
25. 9.19 Y235 雌 350.6 C-1 600 208.928
25.11.20 Y211 雌 468.8 C-1 800 375.040
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２）草地生産
　平成25年の飼料作物の生産状況を第５表に示す。
　採草地での飼料作物の青草換算による収量は
306,600kgであり，10a当たり平均収量は6,181kgで
あった。採草地と放牧草地との収量を合わせた総収
量は487,840kgとなった。利用形態別による収量割
合は，青刈りで14.7％，乾草で18％，サイレージで
30.2％，放牧で37.1％となった。 
　乾草調製用の材料草としてE号､ K2号草地から
イタリアンライグラス，スーダングラス，A号とK1
号草地からイタリアンライグラス，K3号草地から
スーダングラスを収穫した。本年の乾草収量は，平
成24年に比べ，生草換算で４％の減収であった。
本年のイタリアンライグラスの乾草は，順調に収穫
できて良品質の物がとれた。
　サイレージ調製用の材料として，A号，D2号，
K1号草地にトウモロコシを播種した。本年は，イ
ノシシによる食害は無く，サイレージ調製を行うこ
とができたが，D2号のトウモロコシは，長雨の影
響で収穫が遅れ，作柄は良くなかった。
　本年は，イノシシ対策として牧場外周に設置して
いる防護金網を強化した効果があり，インシシの侵
入はなかった。今後も，金網の点検･補修と駆除班
の協力を得ながら，イノシシ対策を進めてゆきたい。
本年もイチビが発生し，トウモロコシの生育処理を
行った。イチビが発生したところは除草をおこなっ
た。今後も，薬剤処理技術を粗飼料生産システムに
組み入れて，少しでも多くの収穫が得られるように
したい。
　放牧草地では，今年もオナモミ，ワルナスビ，イ
グサ，セイタカアワダチソウなどの雑草がみられ，
除草剤を使った除草作業と学生実習での人海戦術に
よる除草作業を行った。今後も，継続して除草作業
を行う予定である。
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第５表  平成 25 年　津高牧場飼料作物生産量
草地 面積（a） 作　　　物
利用形態別収量（kg）
放　牧
延頭数
生草換算
収量（kg）
草地当り収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 生草合計収　　量
10 a当り
平均収量
Ａ 100 イタリアンライグラス 10,190 1,810 19,240 70,690 7,069 
トウモロコシ 6,450 15,000 51,450
Ｄ２ 130 トウモロコシ 8,840 20,430 70,130 70,130 5,395 
Ｅ 76 イタリアンライグラス 3,280 1,950 13,030 37,880 4,984 
スーダングラス 9,850 3,000 24,850
Ｋ１ 90 イタリアンライグラス 9,990 2,350 21,740 66,400 7,378 
トウモロコシ 3,650 13,670 44,660
Ｋ２ 60 イタリアンライグラス 1,480 1,930 11,130 36,220 6,037 
スーダングラス 5,090 4000 25,090
Ｋ３ 40 イタリアンライグラス 6,600 6,600 25,280 6,320 
スーダングラス 6,180 2,500 18,680
計 496 71,600 17,540 49,100 306,600 306,600 6,181 
Ｂ 65 混播牧草 24,520 613 24,520 24,520 3,772 
Ｃ 120 混播牧草 31,560 789 31,560 31,560 2,630 
Ｄ１ 20 混播牧草 2,400 60 2,400 2,400 1,200 
Ｆ 104 混播牧草 32,320 808 32,320 32,320 3,108 
Ｇ 112 混播牧草 25,480 637 25,480 25,480 2,275 
Ｈ 47 混播牧草 11,000 275 11,000 11,000 2,340 
Ｉ 185 混播牧草 53,960 1,349 53,960 53,960 2,917 
計 653 181,240 4,531 181,240 181,240 2,775 
合計 1149 71,600 17,540 49,100 181,240 4,531 487,840 487,840 4,246 
利用形態別における生草換算収量（kg）
青刈 乾草 サイレージ 放牧 合計
71,600 87,700 147,300 181,240 487,840
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊乾草の生草換算は× 5
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊サイレージの生草換算は×３
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２．事　務　部
（１）組　織
センター長 運営会議
教育研究部
事　務　部
岡山農場
八浜農場
津高牧場
運営委員会
水　田　部　門
野菜・花き部門
果　樹　部　門
水　田　部　門
畜　産　部　門
［技　術　部］
　１）機　構
　２）教職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成25年４月１日現在
区　　分 教育職員（一） 一般職員（一） 計 非常勤職員 合計 備考
技術・事務職員
センター長 1 1 1 教授
主 事 1 1 1 教授
教 授 1 1 1
准 教 授 1 1 1
班 長 1 1 1
副 班 長 1 1 1
主 任 4 4 4
技 術 職 員 1 1 1
事 務 室 長 1 1 1
主 査 1 1 1
事 務 職 員 1 1 1
計 4 10 14 14
事務補佐員 1 1
技能補佐員 1 1
技術補佐員 4 4
計 6 6
合 計 4 10 14 6 20
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　３）技術部部門別職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年４月１日現在
部　　門 技術職員 非常勤職員 合　　計 備　　考
水田 1 1
野菜・花き 3 4 7
果樹 2 1 3
畜産 1 1
その他 0
合　　　計 7 5 12
（２）予算及び収入
　１）予　算
平成25年度
　事　　項 金　額（円）
センター経費 45,213,244 
事務室経費 581,151 
半田山自然教育研究林経費 606,293 
　合　　計 46,400,688 
　２）収　入
　平成25年度 （円）
　区　分 野菜・花き 水　　田 果　　樹 畜　　産 合　　 計
果 菜 類 5,416,131 － － － 5,416,131 
葉 菜 類 4,272,412 － － － 4,272,412 
根 菜 類 2,333,406 － － － 2,333,406 
花 き 類 974,214 － － － 974,214 
果 樹 － － 9,374,359 － 9,374,359 
米 － 6,131,000 － － 6,131,000 
牛 － － － 16,401,199 16,401,199 
合 計 12,996,163 6,131,000 9,374,359 16,401,199 44,902,721 
（３）土地，建物面積
　１）土　地
農場等名 面　　積  （㎡） 　　 所　　在　　地
岡山農場 91,992 岡山市北区津島桑の木町1－62
八浜農場 89,536 玉野市東七区
津高牧場 312,484 岡山市北区日応寺
合　　計 494,012 
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（４）備品類及び営繕工事
　１）備品類（１件50万円以上）
 　　　　平成25年度
　　　　　　　　なし
　２）営繕工事（１件50万円以上）
 　　　　平成25年度
　　　　　　　　なし
（５）会議開催状況
　１）運営委員会
　　開催なし
　２）運営会議
開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
25. 4. 3 １．平成 25年度ワーキンググループ一覧について
２．平成 25 年度春季全国大学附属農場協議会に
ついて（5/9, 10） 
３．非常勤職員の募集状況について
４．センター概要及びホームページについて
５．その他
１．平成25年度センター実習について
２．フィールド科学センター利用申
込状況について
３．技術部会議等について
４．生産物の販売について
５．予算執行見込について
６．その他
25. 5. 1 １．平成 25 年度中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．ゴールデンウィーク・夏季一斉休業制度への
対応について
３．その他
１．平成25年度センター実習について
２．平成25年度ジュニア講座について
３．フィールド科学センター・半田山
教育研究林利用申込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．24 年度予算執行見込について
７．施設整備要求について
８．天満屋販売について
９．その他
25. 6. 5 １．平成 25 年度共同利用・共同研究拠点申請に
ついて
２．その他
１．平成 25 年度春季全国大学附属農
場協議会について
２．平成25年度センター実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
25. 6. 5 ５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．その他
25. 7. 3 １．その他 １．中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．夏季集中実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．その他
25. 8. 7 １．包括協定によるセンターの利用に関する申し
合わせについて
１．中国・四国地域大学附属農場協
議会について
２．夏季集中実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について 
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について
６．岡山市緑化推進フェア 2013 への
参加について
７．大学日本酒サミット 2013 への参
加について
８．オープンキャンパスでの販売に
ついて
９．技術部の勤務時間について
10．その他
25. 9. 4 １．包括協定によるセンターの利用に関する申し
合わせについて
２．その他
１．センター報告35号の発行について
２．夏休み後半集中実習について
３．フィールド科学センター利用申
込状況について
４．技術部会議等について
５．フィールド科学センター生産物
販売について 
６．その他
25.10. 2 １．平成 24 年度決算について
２．平成 25 年度予算配分（案）について
１．岡山農場電気保安点検終了につ
いて
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
25.10. 2 ３．秋季全国大学附属農場協議会について（11/5, 
11/6）
４．その他
２．夏季集中実習と後期の実習につ
いて
３．津高牧場鎮魂祭について
４．津高牧場水質検査について
５．フィールド科学センター利用申
込状況について 
６．技術部会議等について
７．フィールド科学センター生産物
販売について
８．センター報告35号の発行について
９．その他
25.11.13 １．平成 26 年度非常勤職員の採用計画について １．秋季全国大学附属農場協議会に
ついて
２．技術部会議等について
３．センター利用状況について
４．センター生産物販売について
５．センター報告第 35 号の発行につ
いて
６．その他
25.12. 4 １．平成 26 年度作付計画について
２．平成 25 年度予算執行額及び年度決算につい
て
３．販売所の年末年始休業について
４．その他
１．中国・四国地区国公立大学農学
系学部連携・意見交換会について
２．平成 26 年度農場体験実習の日程
について
３．訪問調査に伴う飼養保管施設説
明資料作成について
４．技術部会議等について
５．センター生産物販売について
６．センター報告第 35 号の発行につ
いて
７．ジュニア公開講座の終了について
８．その他
26. 1. 8 １．平成 26 年度非常勤職員の採用計画について
２．平成 26 年度作付計画について
３．平成 25 年度予算執行額について
４．１農場１アピールについて
５．センター報告第 36 号の原稿依頼について
６．その他
１．ＧＪ支援センターとの販売所運
営に関する話し合いについて
２．平成 26 年度センター実習計画に
ついて 
３．技術部会議について
４．センター利用状況について
５．センター生産物販売について
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開催月日 協　議　事　項 報　告　事　項
６．センター報告第 35 号の発行につ
いて
７．その他
26. 2. 5 １．平成 25 年度予算執行額について
２．平成 26 年度センター併任教員について
３．平成 26 年度センター専任教員のコースへの
併任について
４．平成 26 年度農学部部内委員会委員名簿につ
いて
５．技術部技術職員体験発表会について
６．その他
１．ＧＪ支援センターとの販売所運
営に関する話し合いについて
２．平成 26 年度非常勤職員の採用に
ついて
３．平成 26 年度以降施設整備要求に
ついて
４．技術部会議について
５．センター利用状況について
６．センター生産物販売について
７．センター報告第 36 号の発行につ
いて
８．その他
26. 3. 5 １．予算執行見込みについて
２．平成 26 年度実習実施要項（案）について
３．天満屋への平成 26 年度出店更新について
４．その他
１．平成 26 年度公開講座について
２．センター報告について
３．センターホームページの更新に
ついて
４．技術部会議について
５．センター生産物販売について
６．その他
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（６）施設開放の状況
施設利用目的，時期 施設利用者名 期　間 団  体  数  等 参加人数
実習
　（10月 18 日）
実習
　（10月 25 日， 11 月 １日）
実習
　（11月 12 日）
農場見学
　（６月 27日）
農場見学
　（７月６日）
農場見学
　（８月 27日）
農場見学
　（９月 11日）
ひらめき★ときめきサイエ
ンス
　（９月７日）
ジュニア公開講座
　（９月 28日～ 11 月９日）
公開講座
　（４月 10日～９月 11日）
いもほり
　（10月１日～ 10月 31 日）
岡山理科大学
岡山理科大学
環境理工学部
津島小学校
岡山理科大学
韓国・ユンナン大学　他
岡山理科大学
中国・上海交通大学　他
一般市民
一般市民
〈内訳〉
　　保育園
　　幼稚園
    　小学校
　　親子クラブ
　　その他
１日
２日
１日
  
１日
１日
１日
１日
 １日
４日
22 日
各１日
１団体
１団体
１団体
１団体
９団体
８団体
１団体
40団体
　８団体
　12団体
　２団体
　14団体
　４団体
教員　 1名
学生　19名
教員　 2名
学生　13名
教員　 1名
学生　41名
院生　 3名
小学生　14名
教員　 6名
その他　 7名
教員　 6名
研究員　 4名
農業従事者　 2名
高校生　 6名
小学生　 8名
34家族
約 3,160 名

